
 令和２年度 学校経営の全体構想                                  瑞穂市立西小学校 

  

 

 

 

変化の激しい時代に対応するために「豊かな心」と「たくましく生きる力」を育む 

            ＝あたたかく・強く・しなやかに生きる力をもち、明るく前向きに、仲間と共に問題解決ができる子 

 

 

 

 

 

 

 

 

西小の３つのたからもの＝「あいさつ」・「まなび」・「そうじ」 

  

                                         どの子もが主体的に参加する学び 

                                         どの子にも確かな学力を身につく学習活動 

 

 

 

   どの子もが誰とでも明るく元気なあいさつ                   どの子もが黙々と取り組むそうじ     

どの子も実践する主体的なコミュニケーションの力               自分に任せられた活動を責任をもって 

最後まで やり切る力 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     生活指導部                学習指導部                健康指導部 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

                              

                                                                              

 

・「生きる力」の育成 

・変化の激しい時代に 

   対応する力の育成 

・「働き方改革」 

・自然災害・いじめ対応 

○学力の向上：確かな学力 

・基礎学力の定着  Input⇒Output 

○仲間づくり 

・自己肯定感の涵養・宝物づくり 

・望ましい人間関係の構築 

豊かな心と未来を切り拓く力を育む教育 

     感動する心・不屈の心・思いやる心 

     見つける力・考える力・創り出す力 

■一人一人に「生きる力」の基礎を育む指導 

■学校の教育目標の具現に徹する学校経営 

学力の向上・仲間づくり 

ぐんぐん まなび 

もくもく そうじ

じ 

 

いきいき あいさつ

つ 

西小コミュニティスクール 

社会に開かれた教育課程 

あいさつ 環境の整備 

学習支援・漢字検定 

 

仲間とつくる「学びの姿」 

 

◆学力の向上◆ 確かな学力を身に付けるために 

＜授業づくり＞ 

・基本的な学習規律の確立 

・「聞き方」「話し方」「ノートのとり方」の指導 

・ねらい・課題・評価の一体化 

＜朝学習＞朝活動「ぐんぐんタイム」 

・火･水･金の8:15～8:30､ I ﾌﾟﾘ の活用 

・朝読書 木の15分間、読み聞かせ 

＜家庭学習＞学年に応じた指導       

・ドリル的な学習 → 自主学習「自主勉」へ 

◆多様な学びの創造◆ 

＜学習指導要領の改訂＞ 

〇特定の教科「道徳科」の実践 、評価の工夫 

〇外国語科・外国語活動：担任とＡLTとのTT指導 

〇情報教育：ＰＣ・・タブレット・電子黒板の活用 

プログラミング教育：思考・判断・表現力 

〇「主体的で対話的で深い学び」の実践  

＜図書館教育＞  

 情報・学習センターとしての機能強化  

＜総合的な学習の時間：体験学習＞ 

・米作り体験、社会見学の工夫 ・防災学習 等 

◆主題研究◆  

「確かな学力を身に付け、主体的に学ぶ児童の育成 

～ 国語科、算数科における 授業実践を通して ～ 

＜研究内容＞ 一単位時間の手だての研究   

・学びきる・・・学力をつける 

・「ねらい・つけたい力・手だて」が明確な授業 

 

 

仲間とつくる「学級の宝物」 

 

◆仲間と問題解決を図る中で育てる 

「あたたかく、強く、しなやかに生きる力」 

＝仲間とともに取り組む、落ち着いた学級づくり 

＝日常生活の取組で生じた問題を見逃さず、解決に向け

取り組む学級づくり 

＝意図的・計画的に取り組む学級づくり  

＝学年間・学年部間、教員間の連携を密に、共通理解の

もとで指導にあたる姿（生徒指導・いじめ対応） 

 

＜西小＝主な指導の場＞ 

●「前期・後期」学級組織決め → 係活動、委員会

活動 → 日ごろの常時活動  

●なかよし学級遊び：学級・学年間で異学年交流。 

＝「遊び」を学級活動として年間最低５回実施。 

→「６年生を送る会」を、次期リーダーとなる５年生

が主体となって企画運営、学年で発表会。 

●運動会（大縄跳び（８の字）大会）：意図的な企画 

＝応援団選出、応援の取組、学年部種目の取組、 

→ 異学年交流の場（下学年の練習指導）  

 ●人権教育「ひびきあいの日」 

 ＝学級宣言「かがやき見つけ・いじめ防止」        

●卒業式・６年生を送る会に向けての取組、 

卒業合唱・在校生合唱、卒業式。学級解散式。  

 

 

今日的な課題 瑞穂市の方針 学校の課題 

＜豊かな心＞ 

・誰とでも明るく挨拶ができる心 

・相手をうれしい気持ちにさせる思いやりの心 

・生命や人権を尊重する心 

・何事にも感謝する心 

・自然や美しいものに感動する心 

なにごと 

・ 

 

＜たくましく生きる力＞ 

・確かな学力、学び続ける力 

・仲間と共に問題解決を図る力 

・何事にも挑戦する力 

・くじけず・最後までやり抜く力 

・丈夫で健康な体と心 

 

 

「学力の向上」 

 

「仲間づくり」 

 

学校の教育目標 「豊かな心をもち たくましく生きる力のある子」の育成 

学級経営・学年経営を基盤 
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特別支援教育 


